

















































































Lynn 性役割二女子 性役．割採用 性役割同一性
（sex－role　preference）（s x－role　adoption）（sex－role　identification）
Biller 性役割選好 性役割採用 性役割志向
（sex－role　preference）（s x－role　adoption）（sex－role　orientatio1／）
柏　　　　木 性　役　割　観 性役割行動 性役割同一性























































































































































































1～5 120 35 12 8 78 23 54 20
6～10 64 57 12 10 43 36 34 31
11～15 31 82 10 10 22 59 18 33
16～20 40 81 9 15 29 54 20 42






















女　　性　　像 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
?
（a） 子どもを産む，母親になる 54 12 41 25 41 13 一 12 66
（b） やさしい 49 4 36 17 36 13 … 4 53
（c） 明るい，親切，気がつく 26 7 14 19 14 12 一 7 33
（d） 男性・他者への意識，依存 16 3 13 6 13 3 … 3 19
（e） 思いやりがある 13 1 6 8 6 7 皿 1 ユ4
（f） 女性らしく生きる 11 1 6 6 6 5 皿 1 12
（9） 美しい，きれい 9 3 5 7 5 4 ｝ 3 12
（h） かわいい 10 1 4 7 4 6 ㎜ 3 11
（i） 家庭的である 4 1 5 一 4 一 1 一 5
（j＞ 結婚と人生の変化 2 2 3 1 2 一 1 1 4











｛a） 社会的行動・対人関係 57 11 40 28 40 17 』 ll 68
（b＞ 性格特性や態度 57 5 38 24 38 19 一 5 62
（c＞ 外見的な装飾や容貌 33 9 23 19 23 10 ｛ 9 42
（d） 身体的・生理的な側面 36 4 20 20 20 16 『 4 40
（e＞ 日常の生活経験 21 4 14 11 14 7 一 4 25
（f） 家庭環境・躾・社会的制約 10 6 8 8 7 3 1 5 16
（9） 能力・知性・思考 7 一 4 3 4 3 一 一 7
（h） 年齢による変化 3 2 2 3 2 1 一 2 5

























































指　標 1～5 6～10 11～15 16～20 1～20
女　性　像 ①　　② ①　　② ①　　② ①　　② ①計②
（al否定的な性格特性や 23　　54 44　　49 61　　41 46　　41 174　185
態度 （13．2）（29ユ）（25。3）（26．5）（35．1）（22．2）（26．4）（22．2）（20．2）（21．5）
（b）肯定的な性格特性や 64　　44 34　　17 29　　25 23　　22 150　108
態度 （42．7）（40．7）（22．7）（15．7）（19．3）（23．2）（15．3）（20．4）（17．5）（12．6）
（c）外見的な装飾や容貌 46　　35 31　　40 28　　39 35　　35 140　149
（32．9）（23．5）（22．1）（26．8）（20．0）（26．2）（25．0）（23，5）（16．3）（17．3）
（d）身体的・生理的な 31　　25 22　　27 11　　23 17　　20 81　　95
側面 （38．3）（26．3）（27．1）（28，4）（13．6）（24．2）（21．0）（21。1）（9．4）（1L1）
（e）日常の生活習慣や 7　　7 22　　14 16　　20 16　　15 61　　56
経験 （11．5）（12．5）（36ユ）（25．0）（26．2）（35．7）（26．2）（26．8）（7．1）（6．5）
倒　他者への依存・甘え 12　　4 9　　6 18　　9 15　　8 54　　27
（22，2）（14．8）（16．7）（22．2）（33．3）（33．3）（27．8）（29．7）（6．3）（3ユ）
（9＞家庭環境・躾・社会 7　　22 16　　17 10　　13 14　　21 47　　73
的制約 （14．9）（30．1）（34．0）（23。3）（21．3）（17。8）（29．8）（28．8）（5．5）（8．5）
lhl能力・知性・思考 3　　5 14　　11 14　　14 10　　10 41　　40
（7．3）（12．5）（34。2）（27．5）（34．2）（35．0）（24．3）（25．0）（4．8）（4．7）
ω　恋愛や結婚への過程 6　　4 9　　11 9　　10 11　　14 35　　39
（17．1）（10。3）（25．7）（28．2）（25．7）（25．6）（31．5）（35．9）（4．1）（4．5）
（j）家族や友人との 6　　6 6　　16 9　　7 12　　17 33　　46
関わり （182）（13．0）（18．2）（34．8）（27．3）（15．2）（36．3）（37．0）（3．8）（5．3）
（k）社会への進出・自立 8　　5 2　　4 4　　4 3　　3 17　　16
（47．1）（31．2）（U．8）（25．0）（23．5）（25．0）（17．6）（18．8）（2．0）（1．9）
（1）加齢による変化 0　　2 3　　3 4　　8 8　　7 15　　20
一　（10．0） （20．0）（15．0）（26．7）（40．0）（53．3）（35．0）（L6）（2．3）
剛　その他 2　　2 3　　0 2　　2 5　　2 12　　6
一｝ 　一 ㎝一 一一 （1．4）（0．7）
（注）（1）
　　（2）
　　（3）
1～5，6～！0，11～15，16～20の指標は20答の中の位置を現す。
①は女性性の受容者を，②は女性性の非受容者を現す。
表中数字の上段は頻度を，手中数字の下段括弧内は％（頻度計を基準にする）を現す。
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一は，両群で比較的大きな差が見られる。受容群は，肯定的な女性像をイメージしゃすい傾向に
あるのかもしれない。さらに，（c）外見的な装飾や容貌を加えた（a）（b）（c）で全体の50％以上を説明し
てしまう。女子大学生から見た女性像は，女性自身が持っている性格特性や態度と外見的な側面
というところがら，先ず視線を向けるらしいのである。
　次に，出現位置との関係で見ると，非受容群は（a＞や（9）社会的制約の有無を，受容群よりも回答
の初期にイメージ化する傾向がありそうである。おそらく，社会や家庭などにおける種々の制限
や礼儀作法の強要を否定的に捉えることが，ネガティブな女性像を映し出すのだろう。20答の後
半で回答に苦労するあたりから，初期に書いた内容の繰り返しや。身近な生活体験などの記述が
目を引くようになる。
N、要
?
　本研究は，青年後期に位置する女性から見た女性像を広汎な角度で捉えようとした。問題提起
では，性差および性役割の概念と諸研究について概観した17）。また，過去に発表した2，3の研
究データについても触れた。
　研究1において，女子大学生298名に，①女性性受容に関する項目，②性再生に関する項目，
③女性役割のイメージ化に関する項目の3質問を与えた。得られた結果は以下の通りである。
　（1）女性性に生まれたことを肯定する者が全体の85．6％，その中で女性一再生を意図する者が
　　57．0％見られた。
　（2）好ましい女性像は20答の前半に多く見られ，その記述はポジティブな性格的・外見的な側
　　面と身体的・生理的な側面に集中する。
　（3）好ましくない女性像は20答の後半になるにつれて増加し，その記述はネガティブな性格や
　　社会的態度・対人関係の側面に多い。
　研究IIにおいて，女性性の受容者と非受容者それぞれ43名ずつを対象に，20答すべての内容を
あらかじめ設定したカテゴリーに分類した。得られた結果は以下の通りである。
　（1）全内容の中で最も多くを数えた記述は，否定的な性格特性や態度に関するもので，肯定的
　　な性格特性や態度に関するもの，外見的な装飾や容貌に関するものが続いた。
　（2）出現位置との関係では，最初の5答に限ると，女性性受容群は，肯定的な性格特性や態度，
　　外見的な装飾や容貌，身体的・生理的な側面などに集中しやすい。女性性非受容群は，否定
　　的な性格特性や態度，肯定的な性格特性や態度，外見的な装飾や容貌などの側面に集中しや
　　すい。
　今後は，多様な回答の相互関連性をさらに検討するとともに，青年期で得られた諸結果と種々
の発達段階にある集団で得られた諸結果とを比較しながら，性差意識や性役割観について，一層
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深い心理学的な意味を追究していく必要があるものと思われる。
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